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今日お話ししたいこと
１．安成先生のお話を受けて：

次に、人間社会の側面から地球温暖化を考えてみよう

２．若者が声を上げ始めた！

３．気候正義（Climate Justice）って？

４．どうして気候「不」正義が起きているの？

５．安心な未来のために―残された時間は限られている

６．今、この瞬間から始めよう！私たちにできること

７．主要参考文献・ウェブサイト等
１



１．安成先生のお話を受けて：今度は、
人間社会の側面から地球温暖化を考えてみよう

２

気候

人間社会
生物多様性を
含む生態系

温室効果ガス
排出

気候変動影響

気候変動影響

生態系サービス

適応・緩和

（IPCC第６次報告書第２作業部会
政策決定者向け要約４頁を参考に
一原作成）

影響

人間社会・気候・生態系が
相互に作用しあって、気候
変動の進行・緩和が進む
＝「人新世」（地質時代
（年代）区分のうち、最も
新しい時代である「完新世
（Holocene）」（1万
1700万年前?現代）から、
人類による地球環境への影
響が顕著になった近年だけ
を切り離そうと提案されて
いる新区分（＊））

（（＊）一般財団法人環境イノベーション情報機構ウェブサイトより
https://www.eic.or.jp/ecoterm/?act=view&serial=4677）

⇒これからの人間社会の在り方は、今後の気候変動の行く末に大きく関わる



２．若者が声を上げ始めた！

https://insideclimatenews.org/news/10112021/
cop26-youth-activists/

（Fridays for Future Kyotoの
facebookページより）

・気候変動対策が国際的にも日本国内でも、なか
なか進まない

・大人が真剣に事態の深刻さに向き合っていない
（緊急性・重要性を適切に判断して政策決定の優

先順位が判断されていない）
⇒将来には存在しない現世代の大人に気候変動
対策を委ねていては、対策が適切に進むことが
期待できないと考えた若者たちが、自ら声を上
げる必要性を実感し始めた
「私たちの家（地球）が燃えているのに、あな
たたち（大人）はいつまでもお金の話をしてい
る」（グレタさん）

３

日本の若者も！



３．気候正義（Climate Justice）って？①

４

（１）地域間の問題

(Samson et al, 2011)

人々の気候変動に対する
脆弱性

高

低

温室効果ガス排出の少ない地域
の人々がより脆弱で、深刻な気

候変動影響を受けている



３．気候正義（Climate Justice）って？①
（続き）

４

（１）地域間の問題

https://foejapan.org/issue/20190926/4194/

高収入

低収入

世界人口の10%

温室効果ガスを大量に
排出する社会≒大量エ
ネルギー消費社会≒経
済的に恵まれた先進国

気候変動影響を受ける
地域≒環境条件がもと
もと厳しい地域
≒もともと経済的に貧
しい途上国・過去に植
民地支配を受けて貧困
から抜け出せないでい
る地域



３．気候正義（Climate Justice）って？②

５

（２）世代間の問題

https://www.asahi.com/articles/ASQ2B4WMTP
DDOIPE00Q.html?iref=pc_rellink_05

SSP＝将来の社会経済の発展の傾向を仮定した
共有社会経済経路

1850-1900年の気温データに依拠して予測される世界の地表温度の変化

現世代

将来世代

気温が上昇すると…
・豪雨や台風のような激甚気象の増加
・熱中症の増加
・海氷・陸氷の融解や海水の膨張による海面上昇がも

たらす陸地の水没（等）・・・が予測されている

（IPCC第６次報告書第１作業部会政策決定者向け要約13頁）



４．どうして気候「不」正義が起きているの？

６

【原因と考えられる要因】
１．見えない

・気候変動の仕組み自体に、未だ解明されていない部分

・気候変動の仕組みのうち解明されているが、知らない部分

２．悪くない（とされている）
当たり前だと受け止められている私たちの日常生活が、気候変動影響原因を生み出すサイ
クルが社会に組み込まれ、繰り返されている
相手のための丁寧さ、清潔さという親切で優しい気持ちが、過度のラッピングや便利な使
い捨てのモノの多用や、消毒グッズの過剰消費につながることがある
相手をもてなそうとする善意から大量のごちそうを準備して、フードロスが出ることも

３．遅い
原因気候変動の進行や影響の顕れ方がゆっくりで、人が感知するまでに長い時間がかかる

４．変わることが難しい
生活上記１～３の結果、生活や社会を変える必要性が理解されにくい
理解されにくいので、価値観の転換が難しい



５．安心な未来のために
―残された時間は限られている

７

2020-25年の間に温室効果ガス排出量を世界全体で減
少に転じないと、1.5度目標は達成できない見込み
（一原仮訳）

世界全体のCO2排出

10億tCO2-eq/年

分岐点（ピーク）

（気候変動に関する政府間パネル（IPCC）第6次評価報告書（AR6）
第３作業部会報告書政策決定者向け要約18頁）

現在、世界の国々が掲げている削減目標の総和から
推測される今後の温室効果ガス排出量

２度目標を達成する経路（オーバーシュート（一瞬も
経路を超える排出がなされること）あり））

２度目標を達成する経路（オーバーシュートなし））

１．５度目標を達成する経路（限定的なオーバー
シュートありの場合も含む）



６．今、この瞬間から始めよう！
私たちにできること

８

原因 私たちにできること

見えない 未解明の部分：科学の進展を待とう・応援しよう
解明さ入れている部分：世界の気候変動状況を知ろう・学ぼう

途上国の人たちとつながろう・交流しよう

悪くない 認識を改めよう！
気候危機に直面している今日、本当に求められる行動を勇気を持って取ろう
足元の生活スタイルを見直そう 必要以上のエネルギーを浪費していないか？

遅い 見える化しよう＆想像しよう！
多様な指標が開発されているので活用しよう（CO2排出量の価格表示等）
長期的な時間スケールのなかで、現状を考えよう

変わることが
難しい

声をあげよう！
生活や社会を変える必要性は、科学的には明らか
価値観の転換を起こせるように声を上げ、仲間を増やしていこう



６．（参考）京都気候変動適応センタ―の活動

ご清聴ありがとうございました！
９

中高生向けのわかりやすい
解説もあります

kccac.jpで検索！
今後の情報発信にご期待ください
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